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論
文
要
旨

　

現
在
、
大
本
山
永
平
寺
が
所
蔵
す
る
道
元
（
一
二
〇
〇
│
一
二
五
三
）
に
よ
る

自
筆
の
「
普
勧
坐
禅
儀
」
は
、
坐
禅
の
在
り
方
を
述
べ
た
書
と
し
て
国
宝
に
指
定

さ
れ
る
。「
普
勧
坐
禅
儀
」
は
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
古
筆
了
伴
（
一
七
九

〇
│
一
八
五
三
）
に
よ
り
永
平
寺
に
寄
進
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
「
普
勧
坐
禅
儀
」
を
収
納
す
る
「
散
蓮
華
蒔
絵
経
箱
」
は
中
山
胡
民
（
一
八
七

〇
没
）
の
作
に
よ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

大
本
山
永
平
寺
の
協
力
の
も
と
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
了
伴
は
寄
進
に
際
し

て
、
江
戸
の
名
畑
鋼
二
郎
に
表
装
を
依
頼
し
、
さ
ら
に
は
収
納
す
る
「
散
蓮
華
蒔

絵
経
箱
」
を
胡
民
に
依
頼
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。「
普
勧
坐
禅
儀
」
の
表

装
に
用
い
ら
れ
た
料
紙
や
、
軸
先
の
金
具
な
ど
の
随
所
に
は
、
蓮
の
意
匠
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
了
伴
は
蓮
の
意
匠
を
重
視
し
て
い
た
形
跡
が
認
め
ら

れ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
「
普
勧
坐
禅
儀
」
の
表
装
お
よ
び
収
納
す
る
「
散
蓮
華
蒔
絵

経
箱
」
の
意
匠
で
あ
る
蓮
を
検
討
す
る
と
共
に
、
了
伴
と
胡
民
と
の
関
係
に
つ
い

て
も
明
ら
か
に
す
る
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
【 

普
勧
坐
禅
儀
、
散
蓮
華
蒔
絵
経
箱
、
中
山
胡
民
、
永
平
寺
、
古

筆
了
伴
】

一　
は
じ
め
に

　

筆
者
は
『
人
文
（
十
五
号
）』
で
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
期
に
活
躍
し
た

蒔
絵
師
中
山
胡
民
（
一
八
七
〇
没
）
と
新
発
田
藩
十
代
藩
主
溝
口
直
諒
（
翠
濤

／
一
七
九
九
│
一
八
五
八
。
以
下
翠
濤
に
統
一
）、
江
戸
の
町
人
数
寄
者
吉
村

観
阿
（
白
醉
庵
／
一
七
六
五
│
一
八
四
八
。
以
下
観
阿
に
統
一
）、
そ
の
妻
で

あ
る
観
勢
（
田
鶴
／
一
七
八
一
生
）
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た）1
（

。

　

特
に
注
目
し
た
の
は
観
勢
が
年
賀
の
祝
い
の
品
と
し
て
胡
民
作
「
村
雲
蒔
絵

盃
」
を
翠
濤
に
献
上
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
な
お
こ
の
盃
に
つ
い
て
『
人
文

（
十
五
号
）』
で
、
高
尾
曜
氏
か
ら
資
料
の
提
供
を
受
け
、『
漆
器
図
録
』
第
二

十
七
号
の
付
録
と
紹
介
し
た
が
、
正
し
く
は
『
日
本
漆
工
会
雑
誌
』
附
録
の

「
漆
器
図
録
」
に
所
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
訂
正
し
て
お
く
。

　

観
阿
は
天
保
十
五
年
に
自
身
の
八
十
賀
茶
会
の
記
念
品
と
し
て
「
一
閑
桃
之
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絵
細
棗
」（
個
人
蔵
）
を
胡
民
の
師
で
あ
る
原
羊
遊
斎
（
更
山
／
一
七
六
九
│

一
八
四
五
）
に
依
頼
し
て
い
た
。
ま
た
観
阿
は
羊
遊
斎
の
若
い
頃
を
支
援
し
て

お
り
、
観
勢
は
胡
民
に
依
頼
し
て
「
立
鶴
一
文
字
香
合
」（
個
人
蔵
）
を
百
個

作
成
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
観
阿
夫
婦
は
羊
遊
斎
と
胡
民
師
弟
を
支
援

し
て
い
た
も
の
と
結
論
し
た
。
そ
の
後
の
調
査
か
ら
観
勢
の
箱
墨
書
の
あ
る
同

様
の
香
合
を
江
戸
千
家
が
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
作
品
は
前
回
紹

介
し
た
個
人
蔵
品
と
同
一
で
あ
り
、
箱
墨
書
に
は
観
勢
に
よ
り
「
為
白
醉
庵
観

阿
」
と
の
墨
書
が
あ
る
。
個
人
蔵
品
に
は
箱
底
裏
に
「
百
之
内
」
と
書
か
れ
て

い
た
が
、
江
戸
千
家
蔵
品
に
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
員
外
で
あ
り
か
つ
、

そ
の
本
歌
と
推
測
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
翠
濤
と
観
阿
の
交
流
を
考
え
る
と
き
、
大
徳
寺
開
山
で
あ
る
大
燈

国
師
（
宗
峰
妙
超
／
一
二
八
二
│
一
三
三
八
）
に
よ
る
墨
蹟
「
日
山
之
賦
」

（
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
蔵）2
（

）
と
、
男
山
八
幡
宮
伝
来
の
額
「
聻）3
（

」
は
、
は

じ
め
古
筆
家
十
代
目
の
古
筆
了
伴
（
最
恒
／
一
七
九
〇
│
一
八
五
三
）
が
所
蔵

し
た
が
観
阿
の
取
り
次
ぎ
に
よ
り
翠
濤
が
入
手
し
た
作
品
で
あ
る
。
そ
こ
で
改

め
て
了
伴
と
胡
民
の
関
係
に
つ
い
て
注
目
す
る
と
き
、
現
在
、
大
本
山
永
平
寺

が
所
蔵
す
る
道
元
（
一
二
〇
〇
│
一
二
五
三
）
に
よ
る
自
筆
の
「
普
勧
坐
禅

儀
」（
国
宝
。
図
1
）
を
収
納
す
る
蓮
の
蒔
絵
が
な
さ
れ
た
塗
箱
が
あ
る
。
本

稿
で
は
便
宜
上
、
こ
の
塗
箱
を
「
散
蓮
華
蒔
絵
経
箱
」（
図
2
）
と
称
す
る
。

　
「
普
勧
坐
禅
儀
」
は
当
初
、
興
聖
寺
に
伝
わ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の

後
は
流
出
し
た
。
と
い
う
の
も
永
平
寺
が
当
初
か
ら
所
蔵
し
た
訳
で
は
な
く
、

後
述
す
る
よ
う
に
嘉
永
五
年
七
月
に
了
伴
に
よ
っ
て
永
平
寺
に
寄
進
さ
れ
、
現

在
ま
で
同
寺
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
「
普
勧
坐
禅
儀
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
従
来
様
々
な
論
考
が
あ
る
も
の
の
、

こ
と
作
品
を
収
納
す
る
散
蓮
華
蒔
絵
経
箱
に
つ
い
て
は
、『
永
平
寺
史
料
全
書

（
禅
籍
編
第
一
巻
）』（
二
〇
〇
二
年
、
永
平
寺
）
で
解
説
を
担
当
し
た
高
橋
秀

栄
氏
は
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

肉
眼
で
は
し
か
と
読
み
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
内
箱
の
底
裏
に
は

「
法
橋
胡
民
造
」
と
い
う
微
細
な
文
字
が
判
読
で
き
る
と
粟
野
俊
之
氏
が

報
じ
て
く
れ
た
。
法
橋
胡
民
の
素
性
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
漆
塗
の
内

箱
の
作
者
か
と
推
察
さ
れ
る）4
（

。

　

こ
の
ほ
か
「
普
勧
坐
禅
儀
」
は
平
成
二
十
三
年
よ
り
国
庫
補
助
事
業
と
し
て

修
理
が
な
さ
れ
た
際
、
修
理
を
担
当
し
た
坂
田
墨
珠
堂
に
よ
り
そ
の
報
告
書
が

作
成
さ
れ
た）5
（

。
ま
た
同
社
の
佐
味
義
之
氏
に
よ
り
修
理
の
内
容
を
『
傘
松
（
第

八
三
六
号
）』
で
紹
介
し
て
い
る）6
（

。
佐
味
氏
に
よ
れ
ば
軸
木
に
は
了
伴
と
名
畑

鋼
次
郎
（
生
没
年
不
詳
）
の
署
名
が
あ
る
こ
と
お
よ
び
、
塗
箱
の
底
裏
に
「
法

橋
胡
民
造
」
の
署
名
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
後

の
研
究
で
、
本
経
箱
に
つ
い
て
の
詳
し
い
論
考
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

幸
い
大
本
山
永
平
寺
の
協
力
の
も
と
「
普
勧
坐
禅
儀
」
お
よ
び
付
属
品
、
収

納
す
る
「
散
蓮
華
蒔
絵
経
箱
」
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
巻
子
と
な
っ
た

「
普
勧
坐
禅
儀
」
の
随
所
は
、
蓮
の
意
匠
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
意
匠
は

了
伴
に
よ
っ
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
巻
子
を
収
納
す
る
「
散
蓮
華
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蒔
絵
経
箱
」
の
意
匠
を
考
え
る
上
で
も
重
要
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
の
他
の
作

品
お
よ
び
胡
民
の
師
で
あ
る
羊
遊
斎
と
了
伴
の
関
係
も
含
め
、
本
稿
で
は
「
散

蓮
華
蒔
絵
経
箱
」
の
詳
細
、
了
伴
と
胡
民
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

二　
道
元
筆
「
普
勧
坐
禅
儀
」
と
「
散
蓮
華
蒔
絵
経
箱
」

　

鎌
倉
時
代
初
期
に
活
躍
し
た
禅
僧
で
、
永
平
寺
開
山
で
あ
る
道
元
（
諡
号
は

仏
性
伝
燈
国
師
、
承
陽
大
師
）
は
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
に
博
多
か
ら
南
宋

に
渡
り
諸
山
を
巡
っ
て
修
行
を
行
い
、
宝
慶
元
年
（
一
二
二
五
）
天
童
如
浄
の

身
心
脱
落
の
法
話
を
聞
き
悟
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
中
国
曹
洞
禅
の

只
管
打
坐
の
禅
を
如
浄
か
ら
受
け
継
い
だ
と
さ
れ
る
。
安
貞
二
年
（
一
二
二

八
）
に
日
本
に
帰
国
し
、
天
福
元
年
（
一
二
二
三
）
に
は
京
都
深
草
に
興
聖
寺

を
開
き
、
そ
の
後
、
坐
禅
に
つ
い
て
、
そ
の
宗
教
的
な
意
義
や
方
法
を
表
し
た

の
が
「
普
勧
坐
禅
儀
」
で
あ
る
。

　

道
元
筆
「
普
勧
坐
禅
儀
」
は
中
国
製
の
竹
の
繊
維
を
多
く
含
ん
だ
和
紙
七
枚

を
継
ぎ
、
七
百
五
十
六
文
字
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
筆
跡
は
坐
禅
を

広
め
る
こ
と
へ
の
ひ
た
む
き
な
心
と
、
入
念
な
心
持
ち
の
た
め
起
筆
か
ら
終
筆

に
至
る
ま
で
謹
直
書
か
れ
緊
張
感
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。
昭
和
二
十
七
年
に
国

宝
に
指
定
さ
れ
る
。

　
「
普
勧
坐
禅
儀
」
の
由
来
に
つ
い
て
は
道
元
に
よ
る
自
筆
の
墨
蹟
「
普
勧
坐

禅
儀
撰
述
由
来
」（
永
平
寺
蔵
）
が
あ
る
。
竹
内
道
雄
（
一
九
二
二
│
二
〇
一

四
）
に
よ
る
『
道
元
』（
一
九
六
二
年
、
吉
川
弘
文
館
）
で
は
「
普
勧
坐
禅
儀

撰
述
由
来
」
か
ら
由
来
を
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

北
宋
末
の
崇
寧
二
年
（
一
一
〇
三
）
長
蘆
山
の
宗
賾
の
撰
述
と
さ
れ
る

『
禅
苑
清
規
』
を
修
訂
し
て
、
初
め
て
の
禅
林
の
規
矩
『
百
丈
清
規
』
を

作
っ
た
百
丈
懐
海
（
七
四
九
│
八
一
四
）
の
古
意
を
復
活
し
、
正
し
い
坐

禅
行
法
を
示
し
て
達
磨
禅
の
真
風
を
宣
揚
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る）7
（

。

ま
た
、「
普
勧
坐
禅
儀
」
の
内
容
に
つ
い
て
同
氏
は
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い

る
。

初
め
に
前
掲
の
よ
う
に
深
遠
な
仏
法
の
真
理
を
法
と
人
の
上
か
ら
論
じ
、

そ
の
あ
と
、
現
実
の
差
別
世
界
を
超
え
て
仏
法
の
境
界
に
悟
入
す
る
た
め

に
は
、
釈
尊
の
六
年
端
坐
、
達
磨
の
九
歳
面
壁
の
蹤
跡
を
慕
い
、
坐
禅
に

つ
と
む
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
つ
ぎ
に
宗
賾
の
『
坐
禅
儀
』
に
範
を

と
り
つ
つ
坐
禅
の
根
本
的
心
得
に
お
よ
び
、
参
禅
は
、
静
か
な
部
屋
で
飲

食
を
適
切
に
と
っ
て
、「
諸
縁
を
放
捨
し
、
万
事
を
休
息
し
、
善
悪
を
思

は
ず
、
是
非
を
管
す
る
こ
と
」
な
く
、「
心
意
識
の
運
転
を
停
め
、
念
想

観
の
測
量
を
止
め
よ
」
と
の
べ
る
。
そ
の
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
は
、

「
右
の
足
を
も
っ
て
左
の

の
上
に
安
じ
、
左
の
足
を
右
の
の
上
に
安
ず
」

る
結
跏
趺
坐
と
、「
た
だ
左
の
足
を
も
っ
て
右
の

を
圧
す
」
半
跏
趺
坐

の
二
方
法
を
示
し
、
行
住
坐
臥
、
一
挙
手
一
投
足
に
い
た
る
ま
で
詳
細
綿

密
に
教
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
功
徳
に
つ
い
て
は
、
坐
禅
は
「
大
安
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楽
の
法
門
」
で
あ
る
と
し
、
も
し
そ
の
真
意
を
会
得
す
れ
ば
、「
寂
然
清

楽
」、
精
神
爽
快
と
な
り
、
竜
が
水
を
得
、
虎
が
山
に
靠
る
よ
う
な
偉
大

な
法
力
を
発
揚
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
故
に
禅
定
は
、
最
高

の
勝
れ
た
法
門
で
あ
り
、
し
か
も
「
上
智
下
愚
を
論
ぜ
ず
、
利
人
・
鈍
者

を
簡
ぶ
こ
と
」
な
く
、
誰
で
も
実
践
で
き
る
易
行
道
で
あ
る
と
し
て
、
坐

禅
の
絶
対
性
と
普
遍
性
を
強
調
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
文
体
は
、
歴
史

的
な
禅
的
用
語
を
自
由
に
駆
使
し
た
四
六
駢
儷
体
で
あ
っ
て
、
そ
の
格
調

は
後
人
の
追
随
を
許
さ
な
い
高
さ
を
も
っ
て
い
る）8
（

。

　

こ
こ
で
表
装
と
付
属
品
に
注
目
す
る
。
表
装
に
使
用
さ
れ
て
い
る
紙
は
料
紙

で
、
金
銀
の
砂
子
で
雲
の
意
匠
が
描
か
れ
、
そ
こ
に
散
蓮
華
が
金
泥
お
よ
び
銀

泥
で
描
か
れ
て
い
る
（
図
3
）。
実
見
す
る
と
、
一
文
字
の
部
分
も
同
手
の
紙

で
あ
る
が
、
微
か
に
金
泥
が
敷
か
れ
て
い
る
（
図
4
）。
ま
た
散
蓮
華
で
あ
る

が
、
こ
ち
ら
は
見
返
し
部
分
の
も
の
と
比
較
し
て
幾
分
か
小
さ
く
金
泥
及
び
銀

泥
で
蓮
弁
が
描
か
れ
て
い
る
。
な
お
表
地
の
裂
は
二
重
蔓
唐
草
金
襴
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。

　
「
普
勧
坐
禅
儀
」
の
巻
末
も
、
見
返
し
同
様
の
料
紙
で
、
了
伴
に
よ
る
極
が

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
　

道
元
禅
師
之
御
真
筆　
　
　

寄
進

　
　
　
　
　
　

無
疑
者
也　
　
　
　

古
筆
了
伴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

印

　

表
装
は
平
成
二
十
三
年
よ
り
同
二
十
五
年
に
か
け
て
改
修
が
な
さ
れ
た
。
改

修
を
担
当
し
た
佐
味
義
之
氏
に
よ
る
修
復
の
過
程
に
つ
い
て
冒
頭
で
紹
介
し
た

『
傘
松
』
に
詳
し
い
が
、
こ
こ
で
は
軸
木
（
図
5
）
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た

い
。
佐
味
氏
に
よ
れ
ば
旧
軸
木
は
割
軸
と
な
っ
て
お
り
、
割
木
上
に
は
次
の
よ

う
な
墨
書
が
あ
る
と
報
告
し
て
い
る）9
（

。

　
　

嘉
永
五
壬
子
年
七
月
吉
日　

永
平
寺
寄
進　

古
筆
了
伴　

花
押

さ
ら
に
割
木
下
に
は
次
の
よ
う
な
墨
書
が
あ
る
。

嘉
永
五
壬
子
年
七
月
二
十
二
日
出
来　

江
都
下
谷
山
下
辻
番
舗
丁　

経
師

名
畑
鋼
次
郎　

花
押

　

こ
の
点
か
ら
、
了
伴
は
寄
進
に
際
し
て
の
表
装
を
名
畑
鋼
次
郎
に
依
頼
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
鋼
次
郎
の
息
子
で
あ
る
名
畑
順
二
郎
（
一
八
六
二

生
）
に
つ
い
て
『
現
代
人
名
事
典
』（
一
九
一
二
年
、
中
央
通
信
社
）
に
記
載

が
あ
り
、
そ
こ
に
父
鋼
次
郎
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

君
は
表
具
師
な
り
、
東
京
の
人
名
畑
鋼
次
郎
氏
の
二
男
に
し
て
文
久
二
年

九
月
六
日
を
以
て
現
所
に
生
る
、
厳
君
鋼
次
郎
氏
幼
に
し
て
京
都
に
出
で

同
地
に
於
て
表
具
工
芸
の
研
究
に
従
ふ
も
の
多
年
造
詣
深
く
、
且
つ
絵
画
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の
趣
味
に
富
み
就
中
南
画
に
堪
能
な
り
、
業
卒
へ
て
暫
く
関
西
地
方
を
漫

遊
し
て
弘
化
年
間
東
京
に
帰
り
来
り
現
在
地
に
於
て
表
具
の
業
を
開
始
せ

り
、
当
時
東
京
に
於
て
京
都
式
表
装
を
為
す
も
の
絶
無
に
し
て
全
く
氏
を

以
て
之
れ
が
嚆
矢
と
為
す
、
君
幼
よ
り
厳
君
の
膝
下
に
在
り
て
鍛
錬
に
力

め
夙
に
出
藍
の
技
を
具
ふ
る
と
共
に
、
厳
君
の
遺
風
を
受
け
て
性
絵
画
を

好
み
、
一
般
表
具
師
と
全
然
趣
を
異
に
し
、
襖
、
屛
風
の
如
き
は
其
本
領

に
非
ず
、
専
ら
古
物
の
表
具
表
装
を
以
て
得
意
と
し
、
此
点
に
於
て
超
凡

の
妙
技
を
有
せ
り
、
夫
人
を
う
め
子
と
呼
び
四
男
あ
り
、
蜂
須
賀
侯
、
藤

堂
家
に
は
特
に
愛
顧
を
蒙
れ
り
（
下
谷
区
車
坂
町
四
三）10
（

）

　

鋼
次
郎
の
表
装
は
古
物
に
か
け
て
は
妙
手
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
了
伴

が
改
修
す
る
以
前
の
「
普
勧
坐
禅
儀
」
の
表
装
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

の
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、
了
伴
の
意
図
の
も
と
鋼
次
郎
に
よ
る
改
修
が
な
さ

れ
、
永
平
寺
に
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
普
勧
坐
禅
儀
」
に
は
古
筆
鑑
定
家
の
二
代
目
畠
山
牛
庵
（
義
高
／
一
六
二

五
│
一
六
九
三
）
に
よ
る
極
（
寛
文
六
年
）、
古
筆
鑑
定
家
の
川
勝
宗
久
（
生

没
年
不
詳
）
に
よ
る
極
（
享
保
十
三
年
）
の
ほ
か
了
伴
に
よ
る
極
（
嘉
永
五

年
）
が
付
属
す
る
。
こ
れ
ら
の
包
紙
の
甲
墨
書
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ

も
了
伴
に
よ
る
筆
跡
で
あ
る
。
ま
た
「
普
勧
坐
禅
儀
」
に
は
了
伴
に
よ
る
次
の

よ
う
な
添
状
が
付
属
す
る
（
図
6
）。

　
　

道
元
禅
師
真
跡
普
勧
座マ

マ

　
　

禅
儀
一
巻
年
来
私
所
持

　
　

仕
候
所
此
度
御
當
山
江
寄
進

　
　

仕
度
奉
存
候
尤
右
品
寄
進

　
　

仕
候
ニ
付
外
ニ
願
ケ
間
敷
儀
毛
頭

　
　

無
之
候
此
段
宜
敷
奉
願
上
候

　
　

以
上

　
　
　

子

　
　
　
　

七
月　
　

古
筆
了
伴　

印

　
　

永
平
寺
様

　
　
　

御
役
僧
衆
中

　

了
伴
が
嘉
永
五
年
七
月
、
道
元
の
開
山
忌
に
つ
き
自
身
が
所
持
し
た
「
普
勧

坐
禅
儀
」
を
寄
進
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
了
伴
は
翌
年
に
没
し
て
お
り
晩
年
の

行
状
を
知
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。

　
「
普
勧
坐
禅
儀
」
を
収
納
す
る
「
散
蓮
華
蒔
絵
経
箱
」
及
び
、
総
箱
と
し
て

錠
前
付
き
の
塗
箱
が
あ
る
。
総
箱
の
甲
に
は
了
伴
に
よ
る
墨
書
で

　
　

普
勧
坐
禅
儀　

道
元
禅
師
真
跡

と
あ
り
、
蓋
裏
に
は

390



（114）

人文 17号（2018）

　
　
　
　
　

紙
墨
付
七
枚　
　
　
　

寄
進

　
　

一
巻　

文
字
御
判
共
ニ　
　
　
　
　
　

古
筆
了
伴

　
　
　
　
　

九
百
十
六
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
永
五
子
年
八
月

と
あ
る
。

　
「
普
勧
坐
禅
儀
」
を
収
納
す
る
蓮
の
蒔
絵
が
施
さ
れ
た
「
散
蓮
華
蒔
絵
経
箱
」

（
図
2
。
再
出
）
は
真
塗
で
、
裏
側
お
よ
び
底
は
梨
地
で
あ
る
。
口
に
も
金
で

縁
取
り
さ
れ
て
い
る
。
箱
甲
お
よ
び
側
面
に
は
散
蓮
華
の
高
蒔
絵
が
な
さ
れ
、

葉
脈
は
三
本
乃
至
四
本
で
、
こ
れ
は
当
初
か
ら
蒔
絵
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
搔

か
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

　

蓋
甲
に
は
散
蓮
華
十
二
枚
が
蒔
絵
さ
れ
、
了
伴
に
よ
る
字
形
で

　
　

道
元
禅
師
真
蹟

と
金
蒔
絵
さ
れ
る
。
縁
に
も
六
ヶ
所
ほ
ど
細
か
な
蒔
絵
が
な
さ
れ
る
。
蓋
裏
の

梨
地
に
金
蒔
絵
で

　
　

普
勧
坐
禅
儀　
　

寄
進　
　

古
筆
了
伴
（
花
押
）

と
る
。
そ
こ
で
こ
の
塗
箱
に
注
目
す
る
と
、
箱
底
裏
（
図
7
）
に
は

　
　

法
橋
胡
民
造

と
高
蒔
絵
で
書
か
れ
て
お
り
、
胡
民
の
作
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

こ
こ
で
散
蓮
華
の
意
匠
に
注
目
し
た
い
。
散
蓮
華
は
単
調
な
も
の
と
捻
ら
れ

た
も
の
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
（
図
8
）。
先
述
の
よ
う
に
本
紙
の
表
装
に

は
金
泥
お
よ
び
銀
泥
で
見
返
し
な
ど
に
は
大
き
な
散
蓮
華
を
、
一
文
字
に
相
当

す
る
部
分
に
は
小
さ
な
散
蓮
華
を
配
し
て
い
た
が
、
こ
れ
も
単
調
お
よ
び
捻
り

の
散
蓮
華
が
配
さ
れ
て
い
た
。

　
「
散
蓮
華
蒔
絵
経
箱
」
の
紐
を
結
ぶ
銀
で
作
ら
れ
た
金
具
（
図
8
）
は
十
六

花
弁
の
菊
に
作
ら
れ
、
そ
こ
に
は
青
貝
が
敷
か
れ
て
い
る
。
こ
の
意
匠
は
そ
の

ま
ま
巻
子
の
軸
先
（
図
10
）
に
も
用
い
ら
れ
、
さ
ら
に
側
面
に
は
散
蓮
華
の
彫

り
が
あ
る
（
図
11
）。

　

以
上
の
点
か
ら
了
伴
は
表
装
及
び
塗
箱
の
次
第
を
整
え
る
に
際
し
て
、
散
蓮

華
を
意
匠
に
用
い
て
依
頼
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
道
元
と
蓮
と
の
関
係
に
注
目
す
る
と
き
、
肥
前
平
戸
藩
九
代
藩
主
松

浦
清
（
静
山
／
一
七
六
〇
│
一
八
四
一
）
に
よ
る
随
筆
『
甲
子
夜
話
（
五
十
三

巻
）』
で
は
、
蓮
に
つ
い
て
先
年
の
伝
聞
を
次
の
よ
う
な
記
録
し
て
い
る
。

何
つ
の
頃
な
り
し
か
、
某
西
土
に
渡
り
帰
国
せ
ん
と
し
て
普
陀
山
の
寺
に

滞
留
せ
し
間
に
、
仏
宇
に
て
古
き
如
意
を
見
る
。
柄
に
記
し
て
云
く
。
日

本
国
沙
門
道
元
と
。
某
思
ふ
に
、
こ
れ
永
平
の
開
山
入
宋
の
と
き
の
物
な
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る
べ
き
を
、
帰
舶
の
と
き
定
め
し
遺
寘
し
所
な
ら
ん
。
何
か
に
も
尚
ぶ
べ

き
者
と
携
へ
還
り
し
が
、
固
よ
り
積
年
の
物
ゆ
ゑ
、
如
意
、
首
離
れ
落
た

り
。
某
見
る
に
、
そ
の
中
を
虚
に
し
て
小
き
袋
を
容
れ
た
り
。
某
あ
や
し

み
思
ひ
て
覩
れ
ば
、
題
し
て
、
廬
山
白
蓮
実
と
あ
り
。
乃
袋
中
を
み
る
に
、

果
し
て
蓮
実
二
つ
有
り
。
某
奇
異
の
思
を
な
し
、
こ
れ
を
池
中
に
蒔
た
る

に
、
明
年
青
銭
を
生
じ
、
新
葉
盛
茂
し
て
、
花
を
発
す
る
に
皆
白
蓮
な
り
。

さ
す
れ
ば
、
道
元
、
廬
山
に
詣
で
〻
親
し
く
そ
の
実
を
得
た
る
な
ら
ん
と
。

其
池
あ
る
所
は
長
州
の
某
寺
な
る
が
、
其
名
も
失
念
せ
り
。
今
猶
こ
の
蓮

種
、
長
州
に
は
連
綿
た
り
と
云
。
廬
山
白
蓮
社
恵
遠
禅
師
は
『
仏
祖
統

紀
』
に
、
東
晋
義
煕
十
二
年
寂
八
十
三
と
あ
り
。
自
此
年
文
政
七
年
ま
で

千
四
百
九
年
。
又
道
元
の
入
宋
は
『
高
僧
伝
』
に
貞
応
二
年
と
見
へ
、
安

貞
元
年
帰
朝
と
あ
れ
ば
、
自
今
五
百
九
十
八
年
に
し
て
、
吾
が
後
掘
河
の

朝
、
西
土
は
宋
の
理
宗
の
時
な
り
。
古
き
者
に
ぞ
有
る
な
れ）11
（

。

　

静
山
に
よ
れ
ば
、
中
国
大
陸
に
修
行
を
終
え
た
僧
が
帰
国
に
際
し
、
浙
江
省

東
端
の
普
陀
山
に
お
い
て
古
い
如
意
が
あ
っ
た
。
そ
の
柄
に
は
日
本
国
沙
門
道

元
と
書
か
れ
て
お
り
、
道
永
平
寺
開
山
道
元
の
も
の
と
知
れ
た
。
こ
の
如
意
を

携
え
帰
国
し
よ
う
と
し
た
が
、
古
物
で
あ
っ
た
た
め
、
先
端
の
部
分
の
首
が
取

れ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
中
に
小
さ
な
袋
が
あ
っ
た
。
袋
に
は
廬
山
白
蓮
実
と

書
か
れ
て
お
り
、
二
粒
の
種
が
入
っ
て
い
た
。
こ
の
種
は
道
元
が
廬
山
に
詣
で

た
時
に
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。
僧
が
地
中
に
植
え
る
と
白
蓮
が
開
花
し
た
。
こ

の
白
蓮
は
そ
の
後
、
長
州
の
寺
院
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
蓮
は
仏
教
と
の
結
び
つ
き
か
ら
意
匠
と
し
て
用
い
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
道
元
と
蓮
と
の
関
係
を
考
え
た
場
合
、
蓮
の
意

匠
は
道
元
が
帰
朝
に
際
し
て
蓮
の
花
を
持
ち
帰
っ
た
と
す
る
故
事
と
意
を
重
ね

て
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三　
了
伴
と
胡
民
の
周
辺

　

こ
こ
で
は
了
伴
と
胡
民
の
関
係
性
の
深
い
作
品
を
提
示
し
て
そ
の
周
辺
を
明

ら
か
に
す
る
。

　

大
名
物
唐
物
肩
衝
茶
入
銘
「
松
山
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
。
図
12
）
は

『
玩
貨
名
物
記
』
で
松
平
右
衛
門
太
夫
正
綱
が
所
持
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
後
、

正
信
が
跡
を
継
ぎ
備
前
守
と
な
っ
た
た
め
松
平
備
前
守
家
に
伝
来
し
た
。
正
信

の
子
で
あ
る
正
久
の
代
に
な
り
、
元
禄
九
年
か
ら
正
徳
四
年
の
間
に
、
江
戸
の

奈
良
屋
源
七
（
神
田
安
休
）
に
金
四
千
両
で
売
却
さ
れ
る
。
奈
良
屋
は
文
政
十

二
年
三
月
二
十
一
日
の
神
田
佐
久
間
町
の
火
事
で
被
災
し
、
茶
入
も
消
失
し
た

が
破
片
を
集
め
ら
れ
、
後
述
す
る
よ
う
に
了
伴
の
仲
介
に
よ
っ
て
修
理
が
な
さ

れ
る）12
（

。

　

茶
入
を
収
納
す
る
挽
家
な
ど
の
次
第
に
注
目
す
る
。
挽
家
に
は
小
堀
正
優

（
宗
中
／
一
七
八
六
│
一
八
六
七
）
に
よ
る
金
粉
字
形
で
「
松
山
」
と
あ
る

（
図
13
）。
収
納
す
る
箱
に
は
「
松
山
肩
衝
」
と
同
じ
く
宗
中
に
よ
る
墨
書
が
み

ら
れ
る
。

　

了
伴
と
宗
中
を
巡
っ
て
、
そ
の
交
渉
が
確
認
で
き
る
早
い
頃
の
資
料
と
し
て
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売
立
目
録
『
田
村
家
久
原
家
本
入
札
所
蔵
品
入
札
』
を
挙
げ
た
い
。
目
録
中
、

「
閑
極
法
雲
東
澗
道
洵
両
筆
墨
蹟
」
と
溝
口
翠
濤
添
状
も
所
載
さ
れ
て
お
り
、

添
状
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

小
堀
梅
之
助
殿
同
年
十
月
廿
八
日
口
切
茶
に
て
相
招
候
節
ニ
申
候
は
手
留

に
も
有
之
御
軸
ニ
て
候
、
何
方
ヘ
納
候
也
ト
か
ね
て
不
分
に
存
じ
居
候
、

所
今
日
拝
見
難
有
く
存
候
箱
書
松
花
堂
ト
扣
に
有
之
候
、
同
日
古
筆
了
伴

も
相
招
同
人
申
候
ニ
は
箱
書
松
花
堂
に
相
違
無
之
御
見
事
ニ
ニ
て
候
、
此

両
筆
は
至
而
ま
れ
な
る
御
品
ニ
覚
候）13
（

　

添
状
の
日
付
は
文
政
一
三
年
十
月
二
八
日
付
。
文
面
か
ら
、
直
諒
が
同
年
の

口
切
茶
会
を
開
催
し
、
客
に
小
堀
宗
中
、
古
筆
了
伴
ら
を
招
い
た
こ
と
が
わ
か

り
、
了
伴
と
宗
中
は
こ
の
当
時
か
ら
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

　

さ
て
茶
入
を
収
納
す
る
箱
は
春
慶
塗
、
朱
漆
で
「
松
山
肩
衝
」
と
あ
り
、
箱

の
胴
面
に
は
朱
漆
で
次
の
よ
う
な
書
付
が
あ
る
。

　
　

此
肩
衝
ハ
年
来
奈
良
屋
源
次
郎
方
ニ

　
　

所
持
之
処
惜
む
へ
し
去
ル
文
政
十
二
丑
年

　
　

三
月
廿
一
日
大
火
之
時
焼
失
せ
し
跡
ニ
て
茶
入

　
　

の
か
け
を
尋
出
し
置
け
る
か
茶
入
の
か
け
四

　
　

分
不
足
せ
り
此
度
我
等
上
京
之
序
預
り

　
　

登
り
て
谷
松
屋
宗
朝
ニ
相
談
せ
し
に
昔
し

　
　

松
平
不
昧
此
肩
衝
所
望
し
て
一
覧
之
時

　
　

宗
朝
も
側
に
て
能
見
覚
其
上
表
裏
之
薬

　
　

な
だ
れ
の
模
様
迄
つ
ぶ
さ
に
書
写
し
を
か
れ

　
　

た
れ
ば
此
翁
を
頼
み
差
図
を
う
け
塗
師

　
　

近
佐
と
云
名
人
ニ
丹
精
を
尽
し
申
付
綴
合

　
　

不
足
之
所
ハ
木
彫
に
て
補
ひ
薬
り
な
だ
れ

　
　

茶
入
目
方
并
挽
家
外
箱
迄
も
元
の
如
く

　
　

拵
え
江
戸
え
持
帰
り
小
堀
宗
中
ニ
箱
并
挽
家

　
　

書
付
頼
ミ
挽
家
松
山
金
粉
字
形
ハ
蒔
絵
師

　
　

胡
民
造
之
全
せ
り
奈
良
屋
之
子
孫
ニ
永
ク

　
　

伝
へ
む
事
を
思
ふ
の
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
筆
了
伴
（
花
押
）

　
　

弘
化
四
未
年
五
月）14
（

　

奈
良
屋
八
代
目
源
次
郎
（
一
八
七
四
没
）
が
了
伴
に
依
頼
し
て
補
修
を
依
頼

し
た
こ
と
が
知
れ
る
。
了
伴
が
京
へ
向
か
う
つ
い
で
に
、
か
つ
て
こ
の
茶
入
を

松
平
不
昧
と
共
に
実
見
し
て
い
た
京
都
の
道
具
商
谷
松
屋
宗
朝
（
貞
八
）
に
所

見
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
近
佐
に
な
だ
れ
や
重
さ
ま
で
再
現
さ
せ
、

さ
ら
に
は
挽
家
を
作
ら
せ
た
。
江
戸
に
戻
っ
た
了
伴
は
宗
中
に
依
頼
し
て
甲
墨

書
を
書
か
せ
、
さ
ら
に
挽
家
甲
に
は
宗
中
に
よ
る
字
形
で
「
松
山
」
と
金
蒔
絵

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
金
蒔
絵
の
部
分
が
胡
民
に
よ
る
蒔
絵
で
あ
る
。
こ
の
点
か
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ら
全
て
了
伴
の
主
導
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

　

次
に
、
現
在
、
個
人
が
所
蔵
す
る
胡
民
作
「
蛬
き
り
ぎ
り
す

香
合
」（
図
14
）
は
蠟
色

と
な
っ
た
一
文
字
の
香
合
で
あ
る
。
甲
は
青
貝
に
よ
る
螽
斯
の
図
柄
で
あ
る
。

口
は
錫
。
内
側
も
甲
と
同
じ
蠟
色
で
あ
る
。
こ
の
香
合
に
は
包
紙
が
付
属
し
て

お
り
、
表
題
に
は

　
　

蛬
香
合　

書
付

と
書
か
れ
、
筆
跡
か
ら
了
伴
に
よ
る
も
の
と
知
れ
る
。
中
に
は
打
雲
の
鳥
の
子

紙
が
納
め
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
墨
書
が
あ
る
。

　
　

小
堀
宗
甫
蛬
香
合

　
　

本
家
者
墨
書
也
以
金
粉
写
之

　
　

字
形
相
違
無
之
候

　
　
　
　

蓋
裏
書
付
所
持
主

　
　
　
　

土
方
峰
雪
筆

　
　
　
　
　
　
　
　

古
筆
了
伴
（
花
押
）

裏
に
も
墨
書
で

　
　

法
橋
胡
民
作
之　

印

と
あ
り
、
胡
民
の
自
筆
で
あ
る
。

　

香
合
を
収
納
す
る
桐
箱
の
甲
に
は
、
や
は
り
金
粉
の
字
形
で

　
　

蛬
香
合

と
あ
り
、
所
蔵
者
で
あ
る
土
方
峰
雪
に
よ
る
筆
跡
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
ま

た
蓋
裏
に
は
墨
書
で

　
　

寫　

十
之
内　

印

と
書
か
れ
て
お
り
、
十
作
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。

　

こ
の
香
合
の
本
歌
は
小
堀
遠
州
（
宗
甫
／
一
五
七
九
│
一
六
四
七
）
の
所
持

し
た
香
合
で
あ
る
「
蛬
香
合
」
が
該
当
す
る
。
当
時
、
土
方
峰
雪）15
（

が
所
蔵
し
て

い
た
「
蛩
香
合
」
を
写
し
十
作
造
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
制
作
に
あ
た

っ
て
、
峰
雪
と
の
交
渉
に
応
じ
て
い
た
の
が
了
伴
と
胡
民
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

こ
こ
で
了
伴
の
周
辺
に
注
目
す
る
と
き
、
胡
民
の
蒔
絵
の
師
は
羊
遊
斎
で
あ

る
。
そ
こ
で
羊
遊
斎
に
よ
る
「
蒔
絵
下
絵
帳
」（
大
和
文
華
館
蔵
）
を
み
る
と

了
伴
の
硯
箱
の
模
様
を
控
え
た
図
（
図
15
）
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
下
絵
帳
の

奥
書
に
は
享
和
元
年
と
あ
る
が
、
了
伴
の
そ
れ
は
後
に
貼
ら
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
、
了
伴
と
羊
遊
斎
の
交
流
が
確
認
で
き
る
。

　

羊
遊
斎
は
酒
井
抱
一
（
一
七
六
一
│
一
八
二
八
）
に
よ
る
下
絵
の
作
品
を
世
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に
発
表
し
て
い
た
。
そ
こ
で
抱
一
と
了
伴
に
よ
る
交
流
で
は
文
政
六
年
の
抱
一

に
よ
る
『
乾
山
遺
墨
』
の
跋
文
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

其
頃
乾
山
の
墓
碑
を
も
尋
る
に
其
処
を
知
も
の
な
し
年
を
重
京
師
の
人
に

問
と
雖
さ
ら
に
し
ら
す
此
年
十
月
不
計
し
て
古
筆
了
伴
が
茶
席
に
招
れ
て

其
話
を
聞
く
深
省
が
墳
墓
予
栖
草
菴
の
か
た
わ
ら
叡
麓
の
善
養
寺
に
有
と

ゆ
ふ
日
を
待
す
し
て
行
見
に
そ
の
こ
と
の
如
し
塵
を
払
水
そ
〻
き
香
花
を

な
し
礼
拝
し
て
草
菴
に
帰
こ
の
遺
墨
を
写
し
置
る
を
文
庫
の
う
ち
よ
り
撰

出
し
て
一
小
冊
と
な
し
緒
方
流
の
余
光
を
あ
ら
は
し
追
福
の
心
を
な
さ
ん

と
す
于
時
文
政
六
年
癸
未
十
月
乾
山
歳
八
十
一
歿
て
よ
り
此
年
又
八
十
有

一
年
な
る
も
又
奇
な
り）16
（

　

文
政
六
年
十
月
に
了
伴
の
茶
会
に
抱
一
が
参
会
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
親

し
く
交
流
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
了
伴
の
住
居
に
つ
い
て
『
茶
家
酔
古
集

（
第
三
編
）』（
一
八
四
五
年
）
に
所
収
さ
れ
る
『
古
筆
鑑
定
家
印
譜）17
（

』
に
よ
れ

ば
京
都
で
は
小
川
二
条
に
寓
居
し
、
江
戸
で
は
上
野
三
枚
橋
詰
に
住
居
し
た
こ

と
が
知
れ
、
抱
一
が
参
会
し
た
茶
会
の
場
所
は
江
戸
の
屋
敷
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
了
伴
の
江
戸
屋
敷
で
茶
の
湯
を
通
じ
た
交
流
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
羊
遊
斎
と
観
阿
を
巡
っ
て
は
、
観
阿
の
八
十
賀
に
際
し
、
天
保

十
五
年
正
月
か
ら
開
催
さ
れ
た
茶
会
記
念
品
と
し
て
「
一
閑
桃
之
絵
細
棗
」
を

百
二
十
五
個
作
成
し
、
知
友
に
配
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
観
阿
と
了
伴
を
巡
っ
て

は
、
了
伴
が
所
持
し
た
大
燈
国
師
墨
蹟
「
日
山
之
賦
」
を
観
阿
が
取
り
次
ぎ
溝

口
翠
濤
に
売
却
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
同
墨
蹟
に
付
属
す
る
溝
口
翠
濤
添
状

を
収
納
す
る
包
紙
に

此
軸
、
実
ニ
珍
奇
之
宝
物
と
云
へ
し
、
殊
ニ
利
休
箱
書
め
つ
ら
し
候
、
遠

州
添
文
宗
中
被
監
定
願
候
所
正
筆
無
疑
旨
と
申
候
、
文
意
を
案
す
れ
は
表

具
は
利
休
好
な
る
へ
し
、
了
伴
秘
蔵
之
軸
、
天
保
十
五
甲
辰
年
七
月
同
人

ゟ
求
之
、
観
阿
取
次
也）18
（

と
あ
る
こ
と
か
ら
知
れ
る
。
こ
こ
で
は
天
保
十
五
年
に
添
状
の
一
つ
で
あ
る
遠

州
の
消
息
を
宗
中
が
鑑
定
し
、
観
阿
が
取
り
次
い
で
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。

　

冒
頭
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
翠
濤
の
茶
会
に
招
か
れ
、
江
戸
に
お
い
て
は

様
々
な
人
物
と
の
交
流
が
確
認
で
き
る
点
か
ら
も
、
江
戸
の
茶
の
湯
文
化
で
も

了
伴
は
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四　
む
す
び

　
「
普
勧
坐
禅
儀
」
を
収
納
す
る
「
散
蓮
華
蒔
絵
経
箱
」
の
作
成
に
あ
た
っ
て

は
、
本
紙
天
地
の
料
紙
に
金
泥
お
よ
び
銀
泥
で
小
さ
な
散
蓮
華
を
配
し
、
見
返

し
部
分
に
は
大
き
な
散
蓮
華
を
配
し
て
い
た
。
ま
た
軸
先
の
銀
で
作
ら
れ
た
金

具
に
も
散
蓮
華
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
道
元
と
散
蓮
華
を
め
ぐ
っ
て
は
中
国
で
の

修
行
を
終
え
帰
国
に
際
し
て
持
ち
帰
っ
た
の
が
蓮
の
種
子
で
あ
っ
た
。
そ
の
伝

承
を
も
と
に
蓮
華
を
意
匠
に
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
仏
教
と
蓮
の
結
び
つ
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き
か
ら
も
、
意
を
重
ね
て
意
匠
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ

れ
ら
の
表
装
や
塗
箱
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
寄
進
者
で
あ
る
了
伴
が
名
畑
鋼
次

郎
お
よ
び
胡
民
に
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
制
作
の
背
景
に
は
了
伴
を
は
じ
め
と
す
る
江
戸
に
お
け
る
抱
一

や
観
阿
と
の
交
流
の
中
で
、
羊
遊
斎
と
の
交
流
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
羊
遊

斎
の
弟
子
で
あ
る
胡
民
へ
の
作
品
制
作
の
依
頼
で
あ
り
、
同
時
に
胡
民
の
位
置

の
高
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

謝
辞

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
大
本
山
永
平
寺
、
大
和
文
華
館
、
江
戸
千
家

家
元
川
上
宗
雪
氏
、
国
立
能
楽
堂
高
尾
曜
氏
、
ご
個
人
の
所
蔵
家
、
同
志
社
大

学
今
出
川
図
書
館
、
画
像
利
用
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
九
州
国
立

博
物
館
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

付
記

本
研
究
に
関
す
る
調
査
は
次
の
研
究
助
成
を
受
け
た
。

宮
武
慶
之
「
近
世
江
戸
時
代
後
期
の
美
術
品
と
移
動
に
関
す
る
研
究
│
溝
口
家

を
起
点
に
│
」、
平
成
三
〇
年
度
髙
梨
学
術
奨
励
基
金
・
若
手
研
究
助
成
（
美

術
史
）。

【
図
版
の
典
拠
】

図
1
、
図
2
、
図
6
、『
永
平
寺
史
料
全
書
（
禅
籍
編
第
一
巻
）』
よ
り
転
載

図
3
、
図
4
、
図
7
、
図
8
〜
図
11
、
図
14
〜
図
15
、
筆
者
撮
影

図
5
、『
国
宝
紙
本
墨
書
普
勧
坐
禅
儀
一
巻　

修
理
報
告
書
』
よ
り
転
載

図
12
、
図
13
、
九
州
国
立
博
物
館
に
よ
る
画
像
提
供

注（
1
）　

宮
武
慶
之
「
中
山
胡
民
作
寿
字
盃
に
つ
い
て
」『
人
文
』
十
五
号
、
学
習
院

大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
、
二
二
四
│
二
四
〇
頁
。

（
2
）　

宮
武
慶
之
「
新
発
田
藩
溝
口
家
旧
蔵
の
大
燈
国
師
墨
蹟
に
つ
い
て
│
物
我
両

忘
と
日
山
賦
を
中
心
に
│
」『
文
化
情
報
学
』
第
九
巻
第
一
号
、
同
志
社
大
学

文
化
情
報
学
会
、
二
〇
一
三
年
、
九
九
│
一
一
二
頁
。

（
3
）　

宮
武
慶
之
「
白
醉
庵
吉
村
観
阿
に
つ
い
て
」『
日
本
研
究
』
第
五
十
四
集
、

二
〇
一
七
年
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
三
九
│
七
七
頁
。

（
4
）　

大
本
山
永
平
寺
高
祖
道
元
禅
師
七
百
五
十
回
大
遠
忌
大
遠
忌
事
務
局
、
文
化

事
業
専
門
部
会
、
出
版
班
、
永
平
寺
古
文
書
編
纂
委
員
会
編
『
永
平
寺
史
料
全

書
』
禅
籍
編
第
一
巻
、
二
〇
〇
二
年
、
大
本
山
永
平
寺
、
二
一
頁
。

（
5
）　

坂
田
墨
朱
堂
『
国
宝
紙
本
墨
書
普
勧
坐
禅
儀
一
巻　

修
理
報
告
書
』
平
成
二

十
三
・
二
十
四
年
度
。

（
6
）　

佐
味
義
之
「
国
宝
『
普
勧
坐
禅
儀
』
一
巻
の
保
存
修
理
に
つ
い
て
」『
傘
松
』

八
百
三
十
六
号
、
二
〇
一
三
年
、
五
二
│
五
六
頁
。

（
7
）　

竹
内
道
雄
『
道
元
』、
一
九
六
二
年
、
吉
川
弘
文
館
、
一
六
六
頁
。

（
8
）　

前
掲
注
（
7
）。
竹
内
道
雄
『
道
元
』。
一
六
六
│
一
六
七
頁
。

（
9
）　

前
掲
注
（
6
）。
佐
味
義
之
「『
国
宝
普
勧
坐
禅
儀
』
一
巻
の
保
存
修
理
に
つ

い
て
」、
五
六
頁
。

（
10
）　

古
林
亀
治
郎
編
『
現
代
人
名
事
典
』
一
九
一
二
年
、
中
央
通
信
社
、
ナ
九
三

頁
。

（
11
）　

松
浦
静
山
著
、
中
村
幸
彦
、
中
野
三
敏
校
訂
『
甲
子
夜
話
』
四
巻
、
平
凡
社
、
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一
九
七
八
年
、
五
三
│
五
四
頁
。

（
12
）　

高
橋
箒
庵
『
大
正
名
器
鑑
』
第
一
編
、
宝
雲
舎
、
一
九
二
一
年
、
一
二
七
│

一
三
〇
頁
。

　
　

な
お
奈
良
屋
に
伝
来
し
た
後
、
奈
良
屋
の
親
戚
で
日
本
橋
の
織
物
問
屋
と
営
ん

だ
新
井
半
兵
衛
に
譲
ら
れ
た
。
同
家
で
は
大
正
五
年
に
東
京
両
国
美
術
倶
楽
部

で
売
立
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
時
、
大
河
内
正
敏
子
爵
が
落
札
し
、
再
び
、
大

河
内
家
の
所
蔵
に
帰
し
た
こ
と
と
な
る
。

（
13
）　

宮
武
慶
之
「
閑
極
法
雲
・
東
澗
道
洵
両
筆
墨
蹟
に
つ
い
て
」『
ア
ー
ト
・
リ

サ
ー
チ
』
第
十
四
号
、
二
〇
一
四
年
、
八
九
│
一
〇
四
頁
。

（
14
）　

伊
藤
嘉
章
「
江
戸
期
に
お
け
る
茶
陶
の
修
理
と
そ
の
思
想
│
唐
物
肩
衝
茶
入　

松
山
肩
衝
の
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
調
査
の
知
見
か
ら
│
」『
東
風
西
声
』
第
六

号
、
二
〇
一
〇
年
、
九
州
国
立
博
物
館
、
二
一
頁
。

（
15
）　

土
方
峰
雪
の
筆
と
す
る
も
の
で
は
現
在
、
野
村
美
術
館
が
所
蔵
す
る
中
興
名

物
茶
入
銘
「
藻
塩
」
に
付
属
す
る
三
村
清
左
衛
門
（
道
樹
）
宛
の
添
状
が
あ
り
、

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。（
高
橋
義
雄
編
『
大
正
名
器
鑑
』
第
五
編
、
大
正

名
器
鑑
編
纂
所
、
一
九
二
六
年
、
四
九
│
五
一
頁
。）

　
　

藻
塩
茶
入
御
所
望
候
付
、
則
御
譲
申
候
、
永
く
御
秘
蔵
可
被
成
候
、
追
而

　
　

外
へ
御
譲
被
成
候
儀
も
候
ハ
〻
、
此
方
へ
其
節
は
亦
々
御
所
望
申
候
、
猶

　
　

其
内
拝
顔
に
萬
々
可
申
候
、
不
備

　
　
　
　

十
二
月
念
五　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峰
雪

　
　
　

道
樹
老
人

　
　

な
お
、
箒
庵
は
峰
雪
の
こ
と
を
沼
津
藩
家
老
の
土
方
縫
殿
助
（
篷
雨
／
一
八
六

三
没
）
と
し
て
い
る
。

（
16
）　

中
野
三
敏
、
菊
竹
淳
一
編
『
相
見
香
雨
集
』
第
一
巻
、
青
裳
堂
書
店
、
一
九

八
五
年
、
五
一
七
│
五
一
八
頁
。

（
17
）　

湖
月
輯
『
茶
家
醉
古
集
』
第
三
編
。
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
。
資
料
番

号1516423546

。

（
18
）　

前
掲
注
（
2
）。
宮
武
慶
之
「
新
発
田
藩
溝
口
家
旧
蔵
の
大
燈
国
師
墨
蹟
に

つ
い
て
│
物
我
両
忘
と
日
山
賦
を
中
心
に
│
」。
九
九
頁
。

EN
G

LISH
 SU

M
M

A
R

Y
N

ational treasure Fukanzazengi to store the C
hiri-renbenm

akie-
kyoubako box

M
IYATA

K
E

 Yoshinori

　

C
urrently, D

aihonzan E
iheiji  possesses the “Fukanzazengi

（N
ational 

treasure

）”  w
ritten by D

ogen

（1200

〜1253

）. H
e w

rote a w
ork that solved 

Z
en’ s w

ay. T
his w

ork w
as donated by K

ohitsu R
yoban

（1790

〜1853

） in 
1852 . T

he box that keeps this work is N
akayam

a K
om

in’s  work, but that fact 
w

as not know
n. I conducted an investigation in cooperation w

ith D
aihonzan 

Eiheiji . R
yoban  asked N

abata K
ojirou  for his furniture and K

om
in  for his box 

when m
aking a donation.

　

M
any lotus designs are seen in the paper and m

etal fittings used for the 
tool. So R

yoban  focused on lotus. In this paper, I w
ill clarify the m

eaning of 
the lotus in costum

es. the also reveal the relationship betw
een R

yoban  and 
Kom

in .

　

Key W
ords :  Fukanzazengi, C

hirirenbenm
akiekyoubako, N

akayam
aK

om
in, 

E
iheiji K

ohitsu R
yoban

383



国宝　普勧坐禅儀を収納する散蓮華蒔絵経箱

（121）

図1　普勧坐禅儀
（永平寺蔵。国宝）

図2　普勧坐禅儀を収納する中
山胡民作「散蓮華蒔絵経箱」

図3　見返（部分）

図4　一文字（部分）
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図5　軸木

図6　古筆了伴添状

図7　箱底

図8　「散蓮華蒔絵経箱」の側面図9　金具
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（123）

図11　軸先

図10　軸先の青貝

図12　大名物唐物肩衝茶入銘「松山」
（東京国立博物館蔵　山﨑信一氏撮影）
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図14　中山胡民作「蛬香合」
（個人蔵）

図13　宗中による「松山」字形の蒔絵
（東京国立博物館蔵　山﨑信一氏撮影）

図15　『原羊遊斎下絵帳』にみる了伴の
所持した硯の模様

（大和文華館蔵）
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